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はじめに 

Drupal 7＆８のコア 

5 月 25 日(月) 

 

Drupal 8 の開発ステータス 

5 月 25 日(月) Drupal 8 について、 https://www.drupal.org/drupal-8.0/get-involved 

 

 

https://www.drupal.org/drupal-8.0/get-involved
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トピックス 

本日および過去にDrupal 勉強会に参加された方は、勉強会サイト http://cmslabo.org/community/top 

に Drupal に関連する話題をたくさん投稿できます。Drupal の Book 形式コンテンツタイプで、みなさんのトップを 

作っていただき、製品や事業紹介、技術・マーケティング・イベント情報、求人など。申込は、程田までご連絡くだ

さい。ログインパスワードを提供いたします。 もちろん、無料です。 

 

Cloud WebService Studio をリリース予定（日本語決済モジュールを使って） 

Drupal 7 の業務用Web システムをデザインテンプレートと一緒にパッケージ化したクラウド環境をエンドユーザや

サイト事業者へ提供します。ニュースサイト、教育機関向け、ホテルや旅行業務、レンタカーや部屋の予約、

Commerce モジュールによるショッピングサイトなど。クラウドは IBM SoftLayer、MS Azure、さくらクラウド、

Google クラウドを予定しています。7月から、http://bizopen3.com サイトで公開、無料・有料ワークショップ 

テンプレートは、以下のサイトを使って、 

http://www.morethanthemes.com/?q=themes 

http://www.zymphonies.com/drupal-premium-theme 

https://roomify.us/ ほか 

 

なるべく自分で Drupal を覚えてサイト構築から運営までできるように支援するサービス（教育、資料、技術サポー

ト、カスタマイズ、Web デザイン）を、すべてお任せコースから、個別にメニューで支援するスタイルです。 

 

 

便利なツールやシステム 

さまざま Drupal のコアや拡張モジュール、テーマ、ディストリビューションなどを無料で 30 分間、AWSクラウ

ドで体験できます。 http://simplytest.me/ 

 

 

 

 

Azure クラウド http://azure.microsoft.com/ja-jp/pricing/details/app-service/ 

Drupal も Free プランで簡単に動きます 

http://cmslabo.org/community/top
http://bizopen3.com/
http://www.morethanthemes.com/?q=themes
http://www.zymphonies.com/drupal-premium-theme
https://roomify.us/
http://simplytest.me/
http://azure.microsoft.com/ja-jp/pricing/details/app-service/
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デジタルマーケティング資料 

日経MJ  feacebook で愛されるには  消耗品「ボタンで注文」アマゾンの IoT 

 

次回の勉強会 

6 月 26 日(金) 18：30 から 人形町区民館 3 号室 「デザインテンプレートを学ぶ」  

 

なんでも質問コーナー 

Drupal や CMS、クラウドなど、ご質問をお受けいたします。 

 

 

今月のモジュール Internationalization 

Drupal 7 の多言語化で必用になるさまざまモジュールが一体化されています。 



5 

 

 

 

https://www.drupal.org/project/i18n 

 

公式な技術情報 

技術情報（英文） https://www.drupal.org/node/133977 

概要（参考情報として） http://evolvingweb.ca/story/drupal-7-multilingual-whats-new-i18n 

 

2011 年 3 月 Drupal 7 Multilingual: What's new in i18n 

 Multilingual Modules in Core 

 Overall Changes to i18n in Drupal 7 

1. More Submodules 

2. Translation Sets API 

3. User Interface Improvements 

 Multilingual Variables 

 

https://www.drupal.org/project/i18n
https://www.drupal.org/node/133977
http://evolvingweb.ca/story/drupal-7-multilingual-whats-new-i18n
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 Block Languages 

 Menu Translation 

 Multilingual Select 

 Synchronize Translations 

 String Translation 

 Multilingual Taxonomy 

 Path Translation 

 Field Translation 

 

さらに、具体的な説明をしているサイト  

http://hojtsy.hu/blog/2011-jan-19/drupal-7039s-new-multilingual-systems-part-1-basics 

 

http://hojtsy.hu/blog/2011-jan-19/drupal-7039s-new-multilingual-systems-part-1-basics
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http://reyero.net/drupal/drupal7_i18n_beta1_overview 

 

 

 

概要 

必須モジュール Variable https://www.drupal.org/project/variable 

 

http://reyero.net/drupal/drupal7_i18n_beta1_overview
https://www.drupal.org/project/variable
http://hojtsy.hu/blog/2011-jan-19/drupal-7039s-new-multilingual-systems-part-1-basics
http://reyero.net/drupal/drupal7_i18n_beta1_overview
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Variable モジュール 

 

 

Internationalization i18n モジュール 

 

 

基本設定 
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Translation 関連のモジュール 
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言語の設定 

翻訳する言語、デフォルトなどの設定 

 

言語の判定方式などを設定 

 

多言語化の設定 どの言語を使うか、ほか 
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メニューの多言語化 

Menu Translation モジュールなどが有効になっているか、確認します。 

 

管理画面 －＞ サイト構築 －＞ メニュー －＞ メインメニュー メニューの編集 

 

 

 

メニューの翻訳 
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実習 

Artice コンテンツを翻訳 

 

実際に cmslao.org サイトでコンテンツタイプ Article を日本語、英語で設定してみましょう。 

 

 

Drupal 8 の多言語化 

以下のサイトの説明が参考になります。 

 

http://hojtsy.hu/multilingual-drupal8 

 

http://hojtsy.hu/multilingual-drupal8
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実際の Drupal 8.0.0. beta 10 のサイト http://cmslabo.org/drupal8 / 

でログインして、体験しましょう。 

 

管理画面 －＞ Extend －＞ 多言語モジュールの概要 

http://cmslabo.org/drupal8%20/
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インストール時に設定した言語がデフォルトになります。 

管理画面 －＞ 環境設定 －＞ 地域と言語 －＞ Language 
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言語を追加します。その言語ファイルもダウンロードします。 

 

インターフェースの翻訳 

Drupal 7 と類似？ 
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コンテンツの翻訳 

 

 

 

 

 

コンテンツ内の項目を選択できる 
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メニューリンク 
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メニューの翻訳 

 

 

 

 

 

実習 

 

自分でログインして、Artice コンテンツを作成し、メニューなども翻訳してみましょう。 
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クレジット、謝辞、ライセンス 

 

クレジット 

このマニュアル作者は、Gennai3株式会社の程田和義です。 

お問合せ 電子メール hodota@gennai3.co.jp 電話 044-220-1588 

 

謝辞 

本マニュアル作成は、主に以下のサイトを参考にしました。心より感謝いたします。 

出典：  http://www.themebrain.com/ https://Drupal.org 

 

ライセンス 

Drupal は Dries Buytaert による登録商標です。その他本マニュアルで使われている製

品および名称については、それぞれの所有者の商標または登録商標です。 
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https://drupal.org/

